あなたのExecutive Presence診断（20項目版）
〜信頼・品格・影響力を可視化する自己チェック〜
（監修：RESUS社会保険労務士事務所）

【Ⅰ】信頼・重み（Gravitas）
	No
	チェック項目
	自己評価（1〜5）

	1
	感情的な場面でも落ち着いて話すことができる。
	□1 □2 □3 □4 □5

	2
	判断や発言の前に、一呼吸おいて考える習慣がある。
	□1 □2 □3 □4 □5

	3
	倫理観・誠実さを大切にし、信頼を裏切らない行動をしている。
	□1 □2 □3 □4 □5

	4
	意見が対立しても、冷静に相手を尊重する態度を取れる。
	□1 □2 □3 □4 □5



【Ⅱ】伝達力（Communication）
	No
	チェック項目
	自己評価（1〜5）

	5
	声のトーン・スピード・間の取り方を意識して話している。
	□1 □2 □3 □4 □5

	6
	相手の話をさえぎらず、最後まで聴く姿勢を保てる。
	□1 □2 □3 □4 □5

	7
	難しい内容でも、シンプルな言葉でわかりやすく伝えられる。
	□1 □2 □3 □4 □5

	8
	状況に応じて「言葉数」ではなく「伝わり方」を重視している。
	□1 □2 □3 □4 □5



【Ⅲ】品格・佇まい（Appearance）
	No
	チェック項目
	自己評価（1〜5）

	9
	立ち姿や座り方、表情などに一貫した落ち着きがある。
	□1 □2 □3 □4 □5

	10
	清潔感・服装・身だしなみが場にふさわしく整っている。
	□1 □2 □3 □4 □5

	11
	会議や面談の場で、空間の使い方・距離感を意識している。
	□1 □2 □3 □4 □5

	12
	所作や動作にムダがなく、丁寧さと自然さを両立している。
	□1 □2 □3 □4 □5



【Ⅳ】統合的プレゼンス（Presence Integration）
	No
	チェック項目
	自己評価（1〜5）

	13
	自分の言葉・行動・態度が「信頼される人」にふさわしいかを意識している。
	□1 □2 □3 □4 □5

	14
	どんな場でも“自分らしい品格”を保つ努力をしている。
	□1 □2 □3 □4 □5

	15
	状況が変わっても態度や発言の一貫性を保てる。
	□1 □2 □3 □4 □5

	16
	相手に安心感を与える「沈黙」や「間」を意図的に使っている。
	□1 □2 □3 □4 □5



【Ⅴ】人間関係・影響力（Trust & Influence）
	No
	チェック項目
	自己評価（1〜5）

	17
	相手の立場・背景を理解しようと努め、批判ではなく理解から入る。
	□1 □2 □3 □4 □5

	18
	部下・同僚・顧客など、誰に対しても態度に差がない。
	□1 □2 □3 □4 □5

	19
	感情ではなく目的・価値観に基づいて判断している。
	□1 □2 □3 □4 □5

	20
	自分の存在が周囲の安心・前向きな空気を生んでいると感じる。
	□1 □2 □3 □4 □5



【採点方法】
各項目を1〜5点で自己評価し、合計点を算出してください。
（最大100点満点）
	合計点
	判定
	コメント

	85〜100点
	【信頼型】
	誠実さと落ち着きが高い水準。安心感を与えるリーダータイプ。

	70〜84点
	【影響型】
	表現力・説得力に優れ、存在感が伝わりやすいタイプ。

	50〜69点
	【調整型】
	バランス志向。信頼と発信の両立を目指すと理想的。

	〜49点
	【発展型】
	今後の伸びしろが大きい段階。日々の印象行動から整える。



【活用方法】
定期的に見直すことで「印象の変化」を可視化できます。
面談・研修・コーチング前後の自己評価に活用可能。
士業・管理職・専門職など、信頼と影響力が求められる方に最適です。

